
The University of Tokushima (2011)〉 Faculty of Engineering〉 Electrical and Electronic Engineering (Night Course) [⇒Japanese]

Power Generation and Transformation Engineering 2 units (selection)

Masahide Hojo ·Associate Professor / Electrical Energy Engineering, Department of Electrical and Electronic Engineering

Target〉 電気エネルギーは，人類の生活スタイル，社会経済動向，環境問題に密
接に関係しており，現状と将来展望の正確な把握は大変重要である．本授業
では電気エネルギーの各種発生方式について説明し，演習，レポート提出等
を通じて理解を深めることを目的とする．

Outline〉 電気エネルギーの各種発生方式の現状と将来展望について，発電設備
概要，運用方法，経済性を説明する．また，変電設備概要，運用方法について
も説明する．

Keyword〉 水力発電, 原子力発電, 火力発電
Fundamental Lecture〉 “Electrical Circuit Theory (I)”(1.0), “Electrical Circuit

Theory (II)”(1.0), “Electromagnetic Theory (I)”(1.0), “Electromagnetic Theory
(II)”(1.0), “Electrical Machines (1)”(1.0), “Electrical Machines (II)”(1.0)

Relational Lecture〉 “Fundamentals of Energy Engineering”(0.5), “Electromag-
netic Compatibility”(0.5)

Requirement〉 電気回路，電気磁気学を修得しておくこと．
Goal〉

1.電力需要と環境との関係を理解する．
2.各種発電方式を理解する．
3.変電所設備を理解する．

Schedule〉
1.電力需要と環境
2.発変電技術の歴史と概要 ·レポート
3.水力発電の基礎
4.水力発電方式 ·演習
5.火力発電の基礎
6.火力発電方式 ·小テスト
7.火力発電の実際
8.原子力発電の基礎
9.原子力発電方式 ·演習 ·レポート

10.新エネルギー発電方式の基礎
11.新エネルギー発電の動向
12.電力貯蔵方式
13.変電所の設備と変圧器の運用
14.短絡電流計算 ·レポート

15.調相設備と電圧・力率改善
16.定期試験

Evaluation Criteria〉 到達目標の 3項目が各々達成されているかを試験 80%(中
間試験 40%，期末試験 40%)，平常点 (レポート)20%で評価し，全体で 60%以
上で合格とする．

Textbook〉 電気学会編「発電 ·変電」改訂版，オーム社
Reference〉
�榊原建樹 編著「電気エネルギー基礎」，オーム社
�福田務，相原良典 著「絵とき 電力技術」，オーム社

Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=216258
Student〉 Able to be taken by only specified class(es)
Contact〉
⇒ Hojo (E棟 2階北 B-2, +81-88-656-7452, hojo@ee.tokushima-u.ac.jp) Mail

Note〉 エネルギー問題は，国内外の経済動向，環境問題，紛争等に密接に関係し
ているので，日頃より新聞，雑誌，メディア等の関連する項目には注意する
こと．
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